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平
成
二
十
八
年
度
通
常
総
会
に
お
い
て
、
引

き
続
き
会
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
ま
で
以
上
に
、
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感

し
て
お
り
ま
す
。
微
力
で
は
御
座
い
ま
す
が
関

係
各
位
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
二
十
八
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
隣
人
、

地
域
の
人
た
ち
と
の
親
睦
と
融
合
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

今
年
も
大
き
な
天
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

熊
本
地
震
が
平
成
二
十
八
年
四
月
十
四
日
（
夜
） 

前
震
、
十
六
日
（
未
明
）
本
震
、
震
度
７
が
発

生
そ
の
後
も
大
き
な
余
震
に
見
舞
わ
れ
、
住
民

は
甚
大
な
被
害
を
う
け
行
政
や
地
域
組
織
の
活

躍
が
、
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

北
本
市
は
、
災
害
に
強
い
住
み
よ
い
町
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
も
し
も
の
時
に
備
え
、
常

日
頃
よ
り
防
災
意
識
を
持
つ
執
拗
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会

は
自
治
会
連
合
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
帯

意
識
を
高
め
、
市
民
の
安
全
を
手
助
け
で
き
る

様
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
続
け
て
い
く

事
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

今
年
度
も
、
楽
し
い
事
業
を
沢
山
計
画
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
が
気
楽
に
参
加
出
来
る

様
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
、
公
民
館
職
員
が
、

力
を
合
わ
せ
て
一
人
で
も
多
く
の
皆
様
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

平
成
二
十
八
年
度
の
中
央
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
委
員
会
総
会
が
、
四
月
十
六
日
午
後
六
時
よ

り
東
部
公
民
館
に
お
い
て
委
員
六
十
七
名
の
出

席
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

議
事
に
先
駆
け
、
岡
野
会
長
よ
り
多
く
の
住

民
参
加
に
よ
る
諸
行
事
が
無
事
に
遂
行
で
き
た

事
に
御
礼
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

続
い
て
議
長
に
、
清
水
卓
也
氏
（
中
央
二
）

を
選
出
し
、
平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
、
収

支
決
算
報
告
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
満
場
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
平
成
二
十

八
年
度
事
業
計
画
（
案
）、
収
支
予
算
（
案
）
に

つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
満
場
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。 

本
年
度
予
算
額
は
、
百
七
十
五
万
四
千
八
百

十
一
円
と
な
り
、
前
年
度
比
若
干
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。 

新
年
度
は
、
二
十
六
名
の
委
員
が
新
し
く
選

任
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
の
基
に
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
層
の
発
展
に
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 
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